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○議長（茅沼隆文） 

 それでは、日程第１２ 議案第１８号 平成２９年度開成町水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 予算書の説明を担当課長に求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 では、議案を朗読します。 

 議案第１８号 平成２９年度開成町水道事業会計補正予算（第２号）。 

 総則。第１条、平成２９年度開成町の水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

 収益的収入及び支出。第２条、平成２９年度開成町水道事業会計予算（以下「予算」

という）第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入。科目、第１款水道事業収益、既決額２億５，７６７万１，０００円、補正予

定額３３０万円、合計２億６，０９７万１，０００円。第１項営業収益、既決額２億

３，７４９万２，０００円、補正予定額３３０万円、合計２億４，０７９万２，００

０円。 

 支出。科目、第１１款水道事業費用、既決額２億５，７６７万１，０００円、補正

予定額３３０万円、合計２億６，０９７万１，０００円。第１項営業費用、既決額１

億７，０９５万円、補正予定額７万９，０００円、合計１億７，１０２万９，０００

円。第３項予備費、既決額５，７６５万５，０００円、補正予定額３２２万１，００

０円、合計６，０８７万６，０００円。 

 資本的収入及び支出。第３条、予算第４条本文括弧書中「不足する額１億４，０２

４万６，０００円は、過年度分損益勘定留保資金１億３，２９２万４，０００円、当

年度分資本的収支調整額７３２万２，０００円」を「不足する額１億３，９７５万９，

０００円は、過年度分損益勘定留保資金１億３，２４７万３，０００円、当年度分資

本的収支調整額７２８万６，０００円」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する 

 収入。科目、第２款資本的収入、既決額５，４８９万８，０００円、補正予定額６

５０万８，０００円の減額、合計４，８３９万円。第１項分担金、既決額１，３７１

万円、補正予定額６５０万８，０００円の減額、合計７２０万２，０００円。 

 次のページをお願いします。 

 支出。科目、第１２款資本的支出、既決額１億９，５１４万４，０００円、補正予

定額６９９万５，０００円の減額、合計１億８，８１４万９，０００円。第１項建設

改良費、既決額９８０万円、補正予定額１００万円の減額、合計８８０万円。第２項

増設改良費、既決額１億２，１９２万６，０００円、補正予定額５９９万５，０００

円の減額、合計１億１，５９３万１，０００円。 

 平成３０年３月６日提出、開成町長、府川裕一。 

 ９ページをお願いします。明細書で御説明を申しあげます。 
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 収益的収入及び支出の収益的収入です。１款水道事業収益、１項営業収益、１目給

水収益の水道使用料、２７０万円の減額は、水道使用料が当初予測を下回ったことに

よる減額です。 

 ２目受託工事収益の給水工事加入金、６００万円の増額は、戸建て及び共同住宅の

建設の増、及び当初予定していませんでした口径５０ミリと４０ミリの水道メーター

設置による給水工事加入金の増額です。 

 収益的支出です。１１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水浄水配水及び給水

費、３万１，０００円の増額と３目総係費、４万８，０００円の増額は、平成３０年

度の人件費が示されたことによる賞与引当金繰入額の増額です。 

 ３項予備費、１目予備費、３２２万１，０００円の増額は、歳入の増額分を計上す

るものです。 

 次のページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出の資本的収入です。２項資本的収入、１項分担金、２目配水管

布設分担金、６５０万８，０００円の減額は、下水道工事に伴う水道管移設工事箇所

の減による減額です。 

 資本的支出です。１２款資本的支出、１項建設改良費、１目拡張事業費の工事請負

費、１００万円の減は、県道７２０号線開成中央通り配水管布設工事で、町道２３０

－２号線交差点部分の舗装の厚さが当初と異なり薄くなったことにより工事費が減

額となったためです。 

 ２項増設改良費、１目配水施設整備工事費、賞与引当金繰入額、５，０００円の増

額は、先程と同じ平成３０年度人件費が示されたことによる賞与引当金繰入額の増額

です。 

 工事請負費、６００万円の減額は、入札差金による減額と下水道管工事に伴う配水

管布設工事箇所の減による減額でございます。 

 恐れ入りますが、７ページへお戻りください。 

 平成２９年度開成町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書をご覧ください。今回

の補正に伴う１号補正のキャッシュ・フロー計算書からの変更箇所です。 

 １の営業活動によるキャッシュ・フローの（１）当年度純利益が、収益的収入の増

加により３２２万１，０００円増額の５，３７９万２，８２９円になります。（２）

営業活動から得た現金預金への当年度純利益の調整は、ロの引当金の増減額の（イ）

賞与引当金の増加額・減少額が８万４，０００円増額により１２万１，０００円にな

ります。（１）当年度純利益と（２）営業活動から得た現金預金への当年度純利益の

調整の小計が、３３０万５，０００円増の１億６，０６９万２，９０６円となります。

受取利息及び配当金受入額、支払利息及び企業債取扱諸費の支払額は、変更ありませ

ん。したがいまして、営業活動から得た現金預金（純額）は、３３０万５，０００円

増額の１億３，９４４万２，９０６円となります。 

 次に、２の投資活動によるキャッシュ・フローは、（１）の固定資産の取得による

支出（建設改良費）の支出が減額したため、６４７万６，４８１円増額のマイナス１
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億１，９８２万４，０４１円です。（２）の上記（１）実施に係る負担金等収入が、

６０２万５，９２６円減額の７７６万８，５１９円になります。（３）の固定資産売

却による収入から（６）の投資活動に伴う現金預金の調整までの金額は、変更ありま

せん。したがいまして、投資活動から得た現金預金（純額）は、４５万５５５円増額

のマイナス１億１，２０５万５，５２２円です。 

 ３の財務活動によるキャッシュ・フローは、金額の変更はございません。 

 したがいまして、４の現金預金及び現金等価物増加額・減少額は、３７５万５，５

５５円増の６９６万９，３８４円です。 

 ５の現金預金及び現金等価物期首残高は、金額の変更はありません。 

 したがいまして、６の現金預金及び現金等価物期末残高は、５億５，９１６万１，

４２６円となります。 

 次のページ、８ページの給与明細は、一般会計に準じていますので説明は省略させ

ていただきます。 

 説明は以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

 説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑をどうぞ。ございませんか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（茅沼隆文） 

 質疑がないようですので、続いて討論を行いますが、討論のある方はいらっしゃい

ますか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（茅沼隆文） 

 討論もないようですので、採決を行います。 

 議案第１８号 平成２９年度開成町水道事業会計補正予算（第２号）について、原

案に賛成の方の起立を求めます。 

 （起 立 全 員） 

○議長（茅沼隆文） 

 着席ください。起立全員によって可決いたしました。 

  

 


